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江
尻
委

員

長

は

「
貧
困
と

戦
争
が
同

時
進
行
し

て
い
る
。

「
戦
争
で

も
何
で
も

起
き
て
く

れ
」
と
石

原
知
事
に

投
票
し
て

い

る

。

「
誰
で
も

い
い
か
ら

殺
し
た
か
っ

た
」
と
矛
盾
が
沸
騰
し
て

い
る
。
誰
が
貧
困
に
し
た

の
か
、
誰
が
悪
い
の
か
、

職
場
で
仲
間
と
真
剣
に
話

し
て
い
く
、
悩
む
、
「
セ

ク
ハ
ラ
を
し
て
い
る
部
長

に
文
句
を
言
っ
た
ら
自
分

が
首
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
心
配
で

い
え
な
い
状
況
、

正
規
、
非
正
規

と
も
団
結
し
て

生
き
様
を
か
け

た
話
し
合
い
を
、

介
護
休
業
法
の

遵
守
の
闘
い
、

成
果
主
義
賃
金
、
遠
距
離

問
題
の
闘
い
を
更
に
強
め

よ
う
。
こ
の
こ
と
を
全
組

合
員
が
自
信
と
確
信
に
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。質

疑
・
討
論
で
は
、
①

妻
の
介
護
に
、
企
業
の
社

会
的
責
任
追
及
、
②
ス
ト

ラ
イ
キ
で
闘
っ
た
07
春
闘

総
括
、
③
料
金
集
約
反
対

の
闘
い
、
④
茨
城
、
山
梨

支
部
の
結
成
後
の
闘
い
、

⑤
不
当
な
Ｄ
評
価
に
よ
る

成
果
主
義
賃
金
反
対
な
ど

活
発
な
討
論
、
意
見
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
な
段
階
を
向
え
た
、

企
業
年
金
改
悪
反
対
等
々

の
闘
い
。
向
こ
う
１
年
間

の
活
動
方
針
を
満
場
一
致

で
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
新
た
に

４
人
の
仲
間
が
Ｎ
関
労
に

加
入
し
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
上
長
に
い
じ
め
ら
れ
、

Ｎ
関
労
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
相
談
し
た
」

「
Ｎ
関
労
の
一
員

と
し
て
頑
張
る
」

決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
昨
年
の

山
梨
支
部
結
成
と
、

こ
の
１
年
組
合
員

は
確
実
に
増
え
ま

た
。
今
後
と
も
、

仲
間
を
増
や
し
、

生
活
と
権
利
を
守

り
、
１
人
の
首
切

り
も
許
さ
な
い
闘

い
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
こ
と
も

確
認
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し
て
、

電
通
労
組
・
高
橋
協
議
会

事
務
局
長
、
鉄
建
公
団
訴

訟
団
・
酒
井
団
長
、
Ｎ
Ｋ

ユ
ニ
オ
ン
・
小
池
委
員
長
、

新
社
会
党
・
栗
原
委
員
長

の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
全
労
協
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

９
月
８
日
東
京
・
飯
田
橋
で
、
Ｎ
関
労
東
第
７
回
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
、
①
山
梨
支
部
結
成
、
②

07
春
闘
、
そ
し
て
、
③
企
業
年
金
問
題
を
総
括
の
柱
と

し
、
多
く
の
組
合
員
の
発
言
で
議
案
を
豊
か
に
し
、
今

後
１
年
間
の
活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

■パワハラ・セクハラ・・・一緒に考え、闘います。派遣、パートのみなさんもお気軽にお電話ください。 ℡03-5820-2070

第７回定期大会は引き続き「50歳退職再雇用制

度」「成果主義賃金制度」反対をはじめとした労

働者の生命と権利を守る闘いの総括と方針を決定

しました。

山梨に支部が誕生し、ともに07春闘を闘い抜き

ました。支部委員長は「新しい組合で元気に活動

している仲間がいることを見たとき、残り２年半

の私がいつまで躊躇していられない」と結成の決

意を語りました。

いま、資本主義社会は「年金問題」「政治資金

問題」等々腐敗しきっています。この腐敗処理に

対応しきれなかった安倍自公政権は参議院選挙で

自滅をしました。これは護憲闘争の中心となるべ

き労働運動の再建を抜きには語れません。

NTTは2010年までに「中期経営戦略」をもって8、

000億のコストダウンを宣言し、NGN（次世代ネッ

トワーク）を企画し国際事業への進出を目指して

います。更なる合理化は益々低賃金・リストラを

伴わざるを得ません。

K組合員に出された「D評価」に対して私たちは

全組織を上げて闘わなければなりません。

H組合員の転勤（東京支店・品川ビル）は果たし

て贅沢でしょうか。「育児・介護休業法」すら実

行しようとしないNTTの企業責任は許すことはでき

ません。

見せしめ配転、遠距離通勤です。不健康になろ

うが、家庭破壊になろうが企業の知った事じゃな

いと言わんばかりです。

私たちは資本の作った「正規」「非正規」の壁

を打ち破り労働者の団結を勝ち取らなければなに

ません。

江尻 昭正執行委員長



集約先県域 拠　点 被集約エリア 委託先会社

水　戸 千葉、木更津、市川、銚子

つくば 水戸、つくば

長　野 長　野 川口、熊谷、所沢、山梨

新　潟 新　潟 市川、銚子、新潟、長岡、千葉、木更津

青　森 八　戸 武蔵野、多摩中央、西東京、青森、秋田

山　形 山　形 新宿、中野、杉並、板橋、山形

札　幌 横浜、川崎北、藤沢、小田原、札幌、函館、旭川

旭　川 横浜、川崎北、藤沢、小田原、

徳　島 徳　島 千代田、港、世田谷、大田

熊　本 熊　本 新宿、中野、杉並、板橋

表１:１１６コールセンター広域集約拠点と業務委託先会社（抜粋）

ＮＴＴ西日本

茨　城

ＮＴＴソルコ

テルウェル東日本

北海道 北海道テレマート

８
月
３
０
日
、
東
京
都

労
働
委
員
会
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
団
体
交
渉
拒
否
を

不
当
労
働
行
為
と
認
定

し
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
７
月
１

日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
会
社
４

分
割
（
持
株
会
社
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
）
の
際
、
石

原
敏
幸
組
合
員
の
承
諾

な
し
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

へ
の
転
籍
を
発
令
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
民
法
６
２

５
条
の
規
定
で
は
、
何

人
た
り
と
も
労
働
者
本

人
の
同
意
な
し
に
転
籍

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

企
業
が
、
経
営
上
の

都
合
等
に
よ
り
、
社
員

を
転
籍
さ
せ
る
こ
と
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
社
員

本
人
の
同
意
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。
転
籍
に

同
意
し
な
か
っ
た
社
員

に
対
し
て
、
仕
事
を
与

え
な
い
と
か
、
他
の
社

員
か
ら
隔
離
し
て
し
ま

う
と
か
の
見
せ
し
め
行

為
が
人
権
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、

本
人
同
意
な
し
の
転
籍

発
令
を
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
こ
れ
を

強
行
し
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
３
月
、

都
労
委
に
不
当
労
働
行

為
（
団
交
拒
否
）
救
済

を
申
し
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、
都
労
委
は
、

①
石
原
は
転
籍
に
同
意

し
て
い
な
い
。

②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
転
籍
に

了
解
を
得
た
と
確
信
し

て
い
る
と
主
張
す
る
が
、

本
人
と
も
労
働
組
合
と

も
確
認
行
為
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

③
石
原
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の

雇
用
契
約
は
継
続
し
て

い
る
。

④
転
籍
問
題
に
つ
い
て

の
交
渉
相
手
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

以
外
に
な
い
。

⑤
従
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

団
交
拒
否
は
不
当
労
働

行
為
で
あ
る

と
判
断

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
こ
の
よ

う
な
行
為
を
繰
り
返
す

な
と
命
令
し
た
の
で
す
。

今
回
の
不
当
労
働
行

為
救
済
命
令
は
、
大
企

業
の
横
暴
＝
人
権
侵
害

を
許
さ
な
い
画
期
的
な

勝
利
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

常
識
は
世
の

中
の
非
常
識

が
こ
こ
で
も

明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

い
ま
、
総
合
会
社
へ

の
業
務
委
託
費
の
削
減

を
は
じ
め
、
各
種
業
務

の
広
域
集
約
や
グ
ル
ー

プ
会
社
へ
の
業
務
委
託

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

各
職
場
か
ら
は
「
い
ま

の
職
場
、
い
ま
の
仕
事

と
の
約
束
だ
っ
た
か
ら

大
幅
賃
下
げ
も
我
慢
し

て
、
退
職
・
再
雇
用
に

応
じ
た
。
こ
れ
で
は
話

し
が
違
う
」
な
ど
の
怒

り
の
声
が
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。

固
定
電
話
１
回
線
所

有
の
顧
客
応
対
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
へ
業
務
委

託
し
、
東
日
本
で
43
あ

る
セ
ン
タ
ー
を
２
年
後

を
め
ど
に
10
か
所
程
度

に
広
域
集
約
す
る
計
画

で
す
（
表
参
照
）
。

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
な
ど
に

関
す
る
業
務
は
、
ひ
き

つ
づ
き
各
県
受
付
を
行

う
計
画
で
す
が
、
す
で

に
会
社
の
具
体
案
が
で

て
い
る
と
こ
ろ
は
、

「
約
２
割
は
販
売
業
務

に
配
転
に
な
る
。
し
か

も
拠
点
ビ
ル
が
変
わ
り

通
勤
時
間
が
１
時
間
以

上
伸
び
る
人
が
か
な
り

い
る
」
な
ど
、
仕
事
や

職
場
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

今
年
２
月
時
点
で
71

あ
っ
た
セ
ン

タ
ー
を
今
年

度
中
に
９
か

所
に
す
る
計

画
で
、
料
金

業
務
の
集
約

と
業
務
委
託

で
余
っ
た
全

体
の
６
０
％

に
あ
た
る
１
，

５
０
０
名
は
、

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
販
売
な

ど
に
す
で
に
配
転
を
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
開

通
業
務
は
す
で
に
Ｏ
Ｓ

会
社
が
請
負
え
な
い
金

額
ま
で
切
り
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
結
局
は
コ
ム

シ
ス
な
ど
の
協
力
会
社

が
請
負
い
、
労
働
基
準

法
な
ど
が
適
応
さ
れ
な

い
「
個
人
請
負
」
な
ど

に
仕
事
が
流
れ
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。

退
職
・
再
雇
用
の
約

束
で
あ
る
。
今
の
職
場
、

仕
事
を
守
ら
せ
、
広
域

集
約
に
反
対
ま
し
ょ
う
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
不
当
労
働
行
為
を
認
定

転
籍
は
本
人
同
意
を

組織再編の度に転勤。自宅からはだん

だん職場は遠くなり、今は神奈川支店法

人営業部（桜木町）に勤務しています。

この間、妻が難病に罹患。介護と子育

てのため、通勤時間が短くなる職場への

配転を要望しているにも関わらず、無視

続けられています。

妻は今、一人で歩くのが大変です。そ

して、何回かモノをのどに詰まってしま

う症状がで（嚥下障害）、〝立ちくらみ

で倒れる〟ことがあるので注意すること

と医者から言われ（起立性低血圧）、さ

らに、脳梗塞の症状もでてきたのです。

障害者等級は、３級から１級になってし

まいました。

妻の介護をキチンとしたい。介護する

時間が欲しい。このため、通勤時間が短

くなる勤務地を東京・品川ツインズビル

に転勤させて欲しいのです。 ＮＴＴの

みなさん！ よろしくお願いします。

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2070


